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～県内中小企業におけるデザイン活用の探求～

▼研究の概要（背景・目標）

本研究は、県内中小製造業企業におけ
るデザイン経営モデルの構築が目的であ
る。実証協力企業の㈱東光舎、および㈱
アイカムス・ラボ／㈱IDEALを対象に、感

性を起点としたマッチングに基づき外部
デザイン人材と製品開発を行った。

▼研究の成果（結論・考察）

1.感性を起点としたマッチングのフレーム
ワーク提示

2.感性を起点としたマッチングプロセスの具
体化

3.円滑にデザインを活用できる企業の組織体
制と担当者の明確化

4.デザイン活用における評価の検討

5.中小企業のデザイン活用の支援体制の構築

6.インターフェース人材の育成の必要性

▼研究の内容（方法・経過）

1.調査対象：

㈱東光舎、㈱アイカムス・ラボ／㈱IDEAL

2.調査内容：

感性を起点にしたマッチング、および新製品
開発におけるデザイン活用の社会実装におけ
る参与観察、インタビュー調査

研究体制

成果1：中小企業とデザイン人材の
マッチングフレームワーク

成果2：企業体制と担当者による
デザイン活用への影響

▼おわりに（まとめ・今後の展開）

1.生産ワーク、販売ワーク、市場投入についてのデザイン活用を検証

2.新製品に対する顧客の評価や販売実績などに基づき、本研究のデザイン活用の枠組みがどのように成果と
して判断できるのかを検証

3.ご協力頂いた㈱東光舎、および㈱アイカムス・ラボ／㈱IDEALの皆様には深く御礼申し上げます。
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円滑にデザインを活用できる企業 デザイン活用が難航しやすい企業

組織体制 デザイン活用の経験が蓄積されている デザイン活用の経験が乏しい

インターフェース人材
（デザイン担当者）

デザインプロセスを理解している デザインプロセスの理解が乏しい

デザイン活用への影響
インターフェース人材以外の従業員や経営
者もデザインの重要性を理解しており、顧
客の使用場面が想定されている。

技術に頼った設計で、コストや機能が優先
され、顧客の視点が乏しい。


